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研究成果の概要（和文）：アルコール飲酒可能な健常成人68名を対象に縦断調査を行った。潜在連合テスト
（Implicit Association Test：IAT）を用いてアルコールへの選好度、および自記式尺度を用いた再飲酒リスク
や飲酒渇望感を測定した上で、報酬としてのアルコールの選択可能性や測定後1週間の飲酒日数との関連を検討
した。結果、IATでのアルコール選好度、再飲酒リスクおよび飲酒渇望感の高さが、報酬としてのアルコール選
択や測定後の飲酒日数の多さと有意に関連していたものの、効果は限定的であった。また今回の健常群データで
のIATスコアは、別研究の臨床群データのうち再飲酒群と比較して、有意に低くなっていた。

研究成果の概要（英文）：A longitudinal study of 68 healthy adults with alcohol drinking habits was 
conducted. We measured preference for alcohol using the Implicit Association Test (IAT) and relapse 
risk of drinking and craving for alcohol using a Self-rated Scale, and then examined the association
 with the likelihood of choosing alcohol as a reward and the number of drinking days in a week after
 the measurement. Results showed that higher alcohol preference on the IAT, relapse risk of 
drinking, and craving for drinking were significantly associated with higher choice of alcohol as a 
reward and more days of drinking after the measurement althought the effect was limited compared to 
the clinical sample. IAT scores in the current healthy group data were also significantly lower than
 those in the alcohol-dependence clinical data with relapse. 

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
潜在的態度測定によるアルコールへの選好度は、臨床群だけでなく健常成人群でも、その後の飲酒日数を予測す
るが、VASによる飲酒渇望感など自記式尺度のほうが予測力が高いことが明らかになり、臨床群の結果との比較
により、IATによるアルコール選好度は、主観的なアルコールへの選好を表出しにくい状況でより効果的に活用
できる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国における薬物乱用･依存は長期拡大傾向にあり、特に若年層への浸透が深刻化している。
また受刑者の約 3 割が覚醒剤取締法違反者で占められるなど、重篤な社会問題を引き起こして
いる疾患でもある。加えて最もポピュラーな依存物質であるアルコールも、依存症推定罹患者数
はおよそ 80万人と言われており、代表的な精神疾患の一つであり続けている。しかしながらわ
が国の依存症臨床研究は萌芽段階にあり，診断および評価は医師個別の判断に任され，客観的な
評価システムが存在していなかった。そこで研究代表者（及び研究協力者）は依存症重症度を評
価する構造化面接である嗜癖重症度指標（Addiction Severity Index; ASI: Senoo et al, 2006），依存
物質再使用リスクを評価する刺激薬物再使用リスク評価尺度（Stimulants Relapse Risk Scale; 
SRRS：Ogai et al, 2007）・アルコール再飲酒リスク評価尺度（Alcohol Relapse Risk Scale; ARRS: 
Ogai et al, 2009）を開発・標準化し、これら評価システムの依存症臨床現場への適応拡大を着実
に進めてきた。 
今後さらに依存症臨床研究を推し進めるためには，上記評価システムによる再使用予測精度
を高めたうえで、評価システムを治療改善に生かすことが不可欠であるが、以下の問題が残存し
ている。 
依存症は再発率の高さが大きな問題だが、依存症者は自らの問題を否認する／隠す傾向が強
く、依存物質再使用につながる渇望感やリスク認知を必ずしも正直に表明しない。特に薬物事犯
者においては、自己報告式の尺度への回答の信頼性を確保するのは容易ではない。一般的な社会
的望ましさ尺度・病識項目による対応には限界があり（Ogai et al., 2007）、物質依存症者特有の反
応バイアスの影響を受けにくい手法を用いた潜在的な依存物質選好度を測定するシステムの開
発が求められている。海外では社会認知的手法を応用して依存症者の再使用予測精度を高める
ための試みが近年特に盛んであるが（一例としてWires & Stacy, 2006）、日本において同様の研究
はほぼ存在しない。 
研究代表者は上記に着目した研究に取り組み、社会認知的手法を応用したアルコールへの潜
在的な選好度を反応時間によって測定する測度を開発、そのスコアによりアルコール依存症入
院患者の退院後再飲酒が予測可能であることを見出した（平成 23-25年文科省科研費基盤 C）。今後
研究を更に進めてゆくために、開発した潜在測度が物質依存症者の再飲酒の予測にとどまらず、
依存物質を習慣使用する健常成人の飲酒行動も予測しうるか、その予測妥当性および幅広い対
象への適用可能性を検討することが重要となる。 

２．研究の目的 
本研究では、物質依存症の効果的な治療介入法の開発を最終的に目指し、以下の 2点について
検討を行うことを目的とする。 

(1) 潜在的な依存物質選好度の予測妥当性の検討：健常成人への適応 
潜在的な態度測定の手法（潜在連合テスト（Implicit Association Test：IAT）：Figure1参照）を
応用した、アルコールへの潜在的な選好を測定
するための測度を用いて、危険飲酒リスク・渇望
感など他の変数との関連を通じ、測度の妥当性・
信頼性を検討する。 
具体的には、アルコール飲酒習慣のある健常
成人の初回調査時の依存物質への潜在的な選好
が、調査 1 週間後の飲酒状況や参加報酬として
のアルコール選択可能性をどの程度予測するの
か検討する縦断調査を行う。最終的には、従来の
自己報告式再発リスク尺度や主観的渇望感と潜
在的な依存物質への選好度を組み合わせ、物質
依存症の総合的な再発リスク測定のための評価
系を構築する。 

(2) 依存症評価系の普及および応用 
今まで開発してきた依存症評価系のさらなる臨床現場への普及・応用を図ってゆく。 

３．研究の方法 
(1) 潜在的な依存物質選好度の予測妥当性の検討：健常成人への適応 
測度の開発と改良：依存物質への潜在的な選好度を測定する手法としては、潜在的な態度を測
定する際最も安定した結果を出すことに定評のある潜在連合テスト（IAT）（Greenwald, 1992）を
用いた。IATは PC画面上に出現した刺激をキー押しでカテゴリ分類する課題である。刺激の種
類に複数の概念を用意し（花－虫、快－不快等）、概念同士の組み合わせによるキー押し反応時間
差を計測することで、概念間の連合強度を測定するものである（例：花と快を同一カテゴリに分類
する反応時間よりも、花と不快の分類反応時間の方が長いほど、花と快という概念の結びつきが強いと判
断する）。依存症においては、依存物質（アルコール－ソーダなど）とそれへの態度（快－不快、接近

Figure 1 潜在的な態度測定法の例 



－回避など）の 2つの概念の連合が検討されることが多い。 
本研究では依存症への応用研究でも最も用いられることの多かった組み合わせであるアルコ
ール（お茶）－快（不快）IATを用いた（Figure 2）。アルコール・お茶の刺激は写真をそれぞれ
5種類、快・不快刺激は Houben(2010)も参考にアルコールに関連した快・不快語を 5語ずつ選択
した（快語：きもちよい・たのしい・うれしい・おいしい・うまい、不快語：きもちわるい・つまらない・
かなしい・おいしくない・まずい）。また実際のプログラムは Inquisit 4.0 (Millisecond Software)によ
り開発した。完成したプログラムは 5名の対象（研究者・臨床心理士等の専門家・大学院生）に試行
し、刺激の種類や画面レイアウト・教示内容等についてフィードバックを受け、それに基づいて
プログラム内容の修正を行った。 
事前準備：研究実施にあたっ
て筑波大学の学際系倫理委員
会による承認を受けた。 
対象：法的に飲酒可能な年齢
に達した健常者のうち、研究参
加への自発的な同意が得られ
た者。なお、飲酒を禁じられて
いる者・飲酒により悪化する可
能性のある疾患（肝障害など）
に罹患している者は除外した。
リサーチ会社（クロス・マーケティング社）に登録しているモニターに研究実施を依頼した。94
名が初回調査にエントリーした。エントリーにあたって、モニターの飲酒頻度質問への回答によ
って高頻度飲酒群と低頻度飲酒群のバランスを取った。具体的には、アルコールの飲酒頻度への
質問のうち、「飲まない」から「1 ヶ月に 2-4 回飲む」と回答したグループを飲酒頻度低群（44
名）、「1週間に 2-3回飲む」から「毎日飲む」と回答した者を飲酒頻度高群（50名）とした。う
ち 68名（平均年齢(SD)=46.3(14.1)歳、男性/女性=37/31名）が初回調査 1週間後のフォローアッ
プ調査まで終了したため、この 68名を解析に用いた。 
手続き：調査は Web 上で回答および潜在態度測定の双方を実施可能なように構成した。具体
的には以下の 2つである。①初回調査：対象者に、基本属性（年齢・性別・飲酒開始年齢・現在
の因習習慣）、アルコールへの主観的渇望感、依存症重症度、飲酒リスク、直近のストレス状況、
IATによるアルコールへの選好度を測定した。合わせて調査の最後に、仮の選択報酬としてアル
コールを選択する可能性について測定した。②フォローアップ調査：初回調査後 1週間後に初回
調査から 1週間の間の飲酒状況を調査した。 
 測度：①潜在的なアルコール選好度：アルコール（お茶）－快（不快）IATを用いた。測定後、
Greenwald, Nosek, Banazi(2003)に従い D得点を算出した。得点が高いほど、アルコールと快概念
の連合が強いことを示す。②アルコールへの渇望感：Visual Analogue Scale (VAS)を用い、ここ 2
週間で最大のアルコール欲しさを 1-10 の間で評定させた。③飲酒リスク：Ogai et al.(2009)の再
飲酒リスク尺度（Alcohol Relapse Risk Scale, 25項目, 5件法）を、必要に応じて表現を変更（再飲
酒→飲酒とするなど）して用いた。「刺激脆弱性」「感情面の問題」「衝動性」「飲酒期待」「酒害
認識不足」の 5下位尺度から構成される。④飲酒関連プロフィール：飲酒開始年齢、現在の飲酒
習慣を尋ねると同時に、依存症重症度を測定するために AUDIT（Alcohol Use Disorders 
Identification Test: 廣, 2000）を用いた。併せて現在受けているストレス、性別・年齢等について
尋ねた。⑤アウトカムとしての飲酒関連行動：アウトカムとして 2種類の飲酒関連行動を測定し
た。(a)アルコール報酬選択：初回調査の最後に、仮の実験報酬として 1500円分のドリンク（ア
ルコールかお茶から選択）がもらえるとした場合、どのくらいの金額分を「アルコール」に使う
か回答を求めた（実際にはこのような報酬が与えられることはなく、研究参加者は調査会社から
別途報酬を得ており、これはあくまで仮の質問であることを参加者には伝えている）。質問は 7
択用意した（0円、300円、600円、750円、900円、1200円、1500円分お酒に使う（⇔残りを
お茶に使う））。(b)初回調査後 1週間の飲酒状況：初回調査後 1週間のうち、何日飲酒したか（0-
7日）について回答を求めた。初回調査・フォローアップ調査とも、質問への回答については全
てクロス・マーケティングのWeb調査システムを用いた。また初回調査のうち IATの測定のみ、
調査システムからリンクを辿れるようにして IAT Webを用いた。初回調査、IAT測定、フォロー
アップ調査の紐づけをするため、参加に当たって新たな ID を付与し、各調査の回答前に ID の
入力を都度求めた。 
 (2) 依存症評価系の普及および応用 
今までに開発した依存症評価系について、尺度をホームページ上で無料公開した上で、使用に
ついて各施設から問い合わせが来た際には得点算出法や適切な使用法を個別にレクチャーした。
また必要に応じて施設に直接研修に出向いた。 
 
４．研究成果 

(1) 潜在的な依存物質選好度の予測妥当性の検討：健常成人への適応 
①潜在的な依存物質選好度と飲酒関連行動との関連：IAT-D得点とアウトカムとして想定した
飲酒関連行動との間には、双方ともに正の有意な相関が認められた。具体的には、初回調査から
の飲酒日数との相関係数は.295（p<.01）、報酬としてのアルコール選択との相関係数は.365（p<.01）

Figure 2 本研究で使用した IAT 



であった。これは IATでアルコールへの選好度が高まると、1週間後の飲酒日数が多くなり、報
酬としてよりアルコールに偏った選択を行うことを示している。一方、他の自記式尺度と飲酒日
数・アルコール報酬選択との関連を検討したところ、飲酒日数・アルコール報酬選択の双方が、
AUDITによる依存症重症度（飲酒日数：.517, p<.01; 報酬選択 .460, p<.01, 以下同様）、通算飲酒
日数（.396, p<.01; .320, p<.01）、VASによる飲酒渇望感（.605, p<.01; .624, p<.01）との間に有意な
正の相関を示した。また ARRS により測定した飲酒リスク尺度においても、刺激脆弱性（.503, 
p<.01; .463, p<.01）、ARRS総合得点（.349, p<.01; .268, p<.01）をはじめとして幅広い下位尺度と
両アウトカムとの間に有意な相関が認められた。なお、性別・年齢・現在感じているストレスと
両アウトカムの有意な相関はいずれも認められなかった。 
上記の結果を踏まえて、測定後 1週間の飲酒日数とアルコール報酬選択をそれぞれ目的変数、

IAT-D得点、AUDITによる依存症重症度、通算飲酒年数、VASによる飲酒渇望感、ARRSの各下
位尺度、ストレス状況を説明変数として投入したステップワイズ法による重回帰分析を実施し
た。結果、測定後 1 週間の飲酒日数においては、VAS による飲酒渇望感（β=.393）、AUDIT に
よる依存症重症度（β=.264）、通算飲酒年数（β=.207）の 3つの変数のみが最終モデルとして採
択され（R2=.464）、これら自記式で測定された変数を統制した際の IATの効果は消失した。一方
アルコール報酬選択については、VASによる飲酒渇望感（β=.566）、IATによるアルコールへの
選好度（β=.204）の 2つの変数が最終モデルとして採択された（R2=.428）。結果として、アルコ
ール報酬選択への IAT の有意な効果は一部で残ったものの、飲酒渇望感など自記式尺度の一部
の方が両アウトカムへ高い影響力を持つことも明らかになった。 
 結果として、IATによるアルコールへの選好度は臨床群と同様、健常群の飲酒関連行動（初回
調査後 1週間の飲酒日数、アルコール報酬選択）とも関連していることが明らかになり、潜在的
態度測定の手法が健常成人のリスク飲酒予測に効果を持つ可能性が示された。同時に、飲酒渇望
感・飲酒リスク・依存症重症度などの自記式尺度とも今回の両アウトカムは幅広く関連しており、
この点は臨床群と違う傾向（一部の自記式尺度のみ再飲酒と関連）を示した。また重回帰分析を
行うと、IATの効果はアルコール報酬選択でしか認められないなど限定的になり、むしろ VASに
よる飲酒渇望感のような自記式尺度の方が両アウトカムと相対的に強い関連を示していた。こ
のような結果となった理由として、各サンプルの特徴による可能性が考えられた。つまり、健常
群では飲酒欲求を抑制する必要がないため、主観的な渇望感が直接に飲酒関連行動と関連する
が、臨床群では、飲酒欲求の表出を抑制しなければならない状況であることが多いため、相対的
に IATのような潜在的態度測定が飲酒行動と関連するというものである。以上より、IATによる
アルコール選好度は、特に主観的なアルコールへの選好を表出できない状況（入院状況・受刑状
況・通院初期の状況など）でより効果的に活用できる可能性が示唆された。 
②健常群と臨床群の IAT-Dスコアの比較：今回の調査で実施した健常成人 68名を対象にした

IATによるアルコールへの選好度のレベルが、以前調査した臨床群（アルコール依存症入院患者）
55名とどのように違うのか検討するために、t検定を実施した。その結果、健常成人の IATスコ
ア平均は-.072（SD=0.65）、アルコール依存症入院患者の IATスコア平均は.274（SD=0.94）であ
り、両群に有意な差は認められなかった（t(122)=1.34, n.s.）。一方、現時点のアルコール飲酒状況
を反映させるために、健常成人群をその飲酒頻度から飲酒頻度低群（フォローアップまでの回答
者 35名）、飲酒頻度高群（フォローアップまでの回答者 33名）に分け、さらに臨床群を断酒継
続群（30 名）と再飲酒群（25 名）に分けた上で、4 群間の比較を分散分析及び多重比較法にて
行った。結果、群の主効果は有意（F(3, 120)=6.44, p<.01）となり、多重比較の結果、臨床群の再
飲酒群が、他の 3群と比較して IAT-Dスコアが有意に高くなっていた。 
結果として、健常群と依存症臨床群において、全体では IATによるアルコールの選好度に差は
ないが、各群の飲酒状況で分類すると差が認められた。これは IADによるアルコール選好度が、
その個人の安定した特性というよりも、直近の飲酒状況などの状態像を反映している可能性を
示していると言えよう。 

 (2) 依存症評価系の普及および応用 
刺激薬物再使用リスク尺度（SRRS）・アルコール再飲酒リスク尺度（ARRS）については海外
を含む幅広い関係機関からの問い合わせへの対応を行い、各国語版尺度の作成の際には尺度の
使用法や研究計画の立案等について該当国の研究担当者にアドバイスを行った。本研究課題期
間においては、中国語版 SRRSの作成と標準化について台湾の研究者から申し出があり、共同研
究を行い尺度の標準化作業を実施した。 
また尺度応用として、東京都医学総合研究所と共同で実施している GIRK 阻害機能薬の覚醒
剤依存症患者への薬効評価研究、さいたま精神医療センター所属の医師と共同で実施している
ブリーフセラピーの薬物依存症患者への RCT効果研究に、それぞれ SRRSが主要アウトカムの
ひとつとして採用された。共同研究者として結果のまとめに携わり、GIRK阻害能薬の薬効評価
研究については英文原著論文が刊行される運びとなった。 
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